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4. 施工上の留意点及び対策 

 耐硫酸コンクリートは、公共工事における新設構造物での実績がなく、施工に際し様々

な課題が見受けられた。このため、コンクリートの品質及び防食材としての要求性能を満

たすため、後述の通り、対策を講じた。 

4.1 施工管理 

特殊コンクリートである耐硫酸コンクリートは、開発から携わっていたプラント 1 社（関

東宇部コンクリート工業株式会社 大井工場）でしか製造ができない状況であった。プラン

トから本工事現場まで距離があったため、プラントからの運搬ルートについて、首都高速

道路の時間帯・曜日別の混雑状況調査、車両を走行させての運搬時間の実測及び交通事故

等により首都高が通行止めになった場合を想定し、一般道での運搬時間の実測を事前に行

った。実測の結果を元に、耐硫酸コンクリートの可使時間である「練り混ぜ開始から 3 時

間以内 4)」に打込みが完了するよう計画した。 

耐硫酸コンクリートの施工に際し、プラントの予約は

2 ヶ月前に確定させる必要があり、打設スケジュールを

容易に変更することができないことから、打設当日は、

少雨でも施工を可能にするため、雨養生や立坑内の導水

設備を計画した。雨養生の様子を写真 3 に示す。 

耐硫酸コンクリートはその特性上、高流動コンクリー

トとしての扱いが必要であった。高流動コンクリートは

自己充填性があるため、打設時のバイブレータ等による

締固めは原則不要である一方、材料の粘性が高いため、

打設中に巻き込んだエントラップドエアはコンクリー

ト中から抜けにくく、そのまま気泡として残りやすいと

いう性質がある。このため、耐久性に影響する鉄筋かぶ

り部のコンクリートにおいては、突き棒や木槌を用い、

エントラップドエアの除去を行った。突き棒を使用した

コンクリートの打設状況を写真 4 に示す。 

支保工計画・打設計画においても、打設中にこのよう

な作業が必要となる場面を想定し、作業時の作業員の体

勢などを考慮して計画した。  

 

図 9 工事の概略図 

写真 3 雨養生の様子 

写真 4 コンクリート打設状況 



216東京都下水道局技術調査年報 -2024- Vol.48 3-2-1

7 
 

型枠については、高流動コンクリートであるため、打

設中は常に液体として側圧がかかるという条件で計算

を行った。 SNo.10 特殊人孔の打設割を図 10 に示す。

SNo.10 特殊人孔は躯体内径 1800mm、高さ 4440mm である

ため、壁と頂版部のコンクリートを一度に打設しようと

すると支保工が複雑になり、内側からの作業が困難とな

る。そのため、壁の打設を 2 回に分ける計画とし、打設

中の作業員が支保工内を動けるようスペースを確保し

た。また、打設計画では、型枠面の表面気泡除去を全面

で行うために、気泡除去作業のペースに合わせてコン

クリート打上げ速度の調整を行う計画とした。打設割

については、既設管周りの開口補強筋、壁鉄筋の継手

長、推進部の位置を考慮し、これらに干渉しない位置に

打継面を設定した。 

打継面となる部分には、打継目処理剤としてコンクリ

ート打設後に凝結遅延剤を散布し、コンクリート硬化後

には脆弱層であるレイタンスの除去作業を行うことで、

打継面の品質を確保した。凝結遅延剤を写真 5 に、散布

状況を写真 6 に示す。 

高流動コンクリートの特性として、バケットなどに

よる運搬等の微振動を与えると材料分離が生じやすい

という特性があったため、打設にはコンクリートポンプ

車による圧送を計画した。図 11 にコンクリートの打設

計画を示す。高流動コンクリートの圧送時には、通常コ

ンクリートの 2～4 倍程度の管内圧力損失が発生するこ

とから、スクイズ式に比べ最大吐出圧力の大きなピスト

ン式のコンクリートポンプ車を選定し、打設中の管内閉

塞を防止した。 

自由落下高さについて、通常コンクリートは 1.5m 以

内となっているが、高流動コンクリート

の自由落下高さは 5m まで 5)とされてい

る。しかし、落下高さが大きくなると、型

枠に想定以上の衝撃荷重がかかり、飛散

したコンクリートがせき板に付着し、色

むらや剥離の原因となる。また、高流動コ

ンクリートの充填性は、コンクリートの

自重による流動を前提としているため、

落下による広がりは空気を巻き込む可能

性が高い。前述のとおり、材料粘性の高い

高流動コンクリートは、打設中に巻き込

んだエントラップドエアがコンクリート

写真 5 凝結遅延剤 

写真 6 凝結遅延剤散布状況 

図 11 コンクリート打設計画 

図 10 SNo.10 人孔の打設割 
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中から抜けにくく、そのまま気泡として残りやすい性質があるため、自重による流動によ

って型枠内を充填するよう、コンクリートの自由落下高さを小さくする計画とした。具体

的には、特殊人孔の側壁配筋の隙間は 118mm であったため、コンクリートポンプ車のフレ

キシブルホースの先端を最小径である 3.5 インチとし、側壁鉄筋の間にフレキホース筒先

を入れ込むことで自由落下高さを 1.5m 以内とすることを可能とした。  

4.2 品質管理 

高流動コンクリートの大きな特徴として、ブリーディ

ング水が少ないという点がある。この特徴により、仕上

げがしにくいことに加え、表面が乾燥しやすく、初期の

収縮ひび割れが生じやすいことから、コンクリート表面

からの水分蒸発を防ぎ、散水養生ができるようになるま

での繋ぎの養生を行う目的で、被膜養生剤を使用した。

被膜養生剤を写真 7 に、散布状況を写真 8 に示す。これ

により、コンクリート表面の乾燥に起因する打設直後の

プラスティック収縮ひび割れを防止することができ、

作業員の仕上げのしやすさも向上し、施工性を高める

ことにも繋がった。 

コンクリートの仕上げについては、耐硫酸コンクリー

トを現場打ちした実績が無いため、模型を作製し、デー

タを取りながら施工計画に反映した。模型の作製状況を

写真 9 に示す。試験練り時に測定した経時変化より、耐

硫酸コンクリートは粒度調整灰を配合しているため、通

常のコンクリートと比較し、凝結開始後の硬化速度は同

等であるが凝結開始は遅い傾向があるため、現場打ち躯

体では仕上げのタイミングを逸することがないよう、現

場と同条件にて試験施工をし、凝結開始のタイミングを

把握した。特に、インバートコンクリートは 5%の勾配を

確保する必要があったため、同サイズの模型を 2 回作製

し、試験施工を行った。 

特殊人孔内の耐硫酸性を均一に確保するため、耐硫酸

コンクリート現場打ち部の弱点部となる、P コン処理材

やスペーサーなどを補強する必要があった。 P コン処理

材は、耐硫酸性に優れた樹脂系目地材、スペーサーは、

躯体と同じ耐硫酸コンクリートを使用し、全て現場作

製した上、施工した。 

以上の施工管理及び品質管理を実施した結果、所定の寸法及び外観等の検査基準を満足

する躯体を構築することができた。  

 

5. まとめ 

 耐硫酸コンクリートは、公共工事における新設構造物での使用実績は本工事が初めてで

あったため、施工に際し、様々な課題が見受けられたが、その都度、受注者とともに対策

写真 7 被膜養生材 

写真 8 被膜養生剤散布状況 

 

写真 9 現場模型作製状況 

 

写真 8 被膜養生材散布状況 
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を講じ、無事に本工事現場の新人孔の完成を迎えることができた。  

重要なインフラである下水道施設の老朽化が進行している現状において、施設のメンテ

ナンスフリーと長寿命化を可能とする耐硫酸コンクリートは、下水道事業の課題である人

手不足や財源不足といった負担を軽減できると考えられる。今後、本工事現場での経過デ

ータや同様な施設での施工実績を蓄積し、性能や施工性等の知見を多く得ることにより、

施設のメンテナンスフリーを実現できるコンクリート技術として普及が期待される。 
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